
88 日　 本　家　 政　 学　会　 第　23　 回　総　会　 〔被服学If 材料・ 整理・染色 など)〕

B －57　ハ'･I  へA,  後 伽 の球 条/;   あ丿 る7    し
一

一 ゝ
－ i  。香節的 わととそ・ 梁色効果

刄占ﾉk.-*t 子尺　　　　 大,ロぞ ざ ヨ

a り　 ハ 二ノ ＼馮 植物a tk 粒的 身近 に隋 い れう ？ こ，ニ ン含 有ti  物T ，あ')

は 看 か ら4  専 な梁科^    t　J   ;卜･A   れ り ヽる.    主It If］･･ら れr-. の/a オ オ/＼"ヤ

ぞ.わ れ ゐが ． そ水 降含 有 可る？I    二Σ を観tl  ヒ 反/A.ぐ ゼx 刄 偉 め を^ ろ も

？　し こ　し 哨含 有量It ■ 末-  押 頬 ■生 肴st ■ 雑 取時 布川 よ'I ^ヽな'; た ヵヽ ぶ る
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